
「高額医療費」の問い合わせは「電話」で簡単に 

 

り、最低賃金ぎりぎりの雇用が広がってい

ます。これが年金掛け金の低下をまねき、

年金財政に影響を及ぼしています。 

若年層の貧困 が拡大していることを置

いて、年金財政だけから将来の年金確保の

必要を言っても、何の説得力もありません。 

今の若者は、引き下げられた年金を受け

取ることになります。高齢者も若者も引き

下げは困ります。 
 

■ 年金制度に累進制強化や国の負担増を 

年金制度が累進制の弱い掛け金になって

いることを改正することなどが検討される

べきです。 

また、仮に年金制度の内部で負担のあり

方に不都合が生じるのであれば、国庫負担

の増額などが検討されるべきです。  

日本政府の高齢者に対する支出は、同じ

ように社会の高齢化が進んだ ヨーロッパ

などに比べ、低額であるとの指摘もされて

います。 
 

■ 憲法の理念にそった判決を 

切り下げによって高齢者の貧困が進みま

した。 

憲法の福祉国家の理念にさかのぼって検

討すべきです。年金切り下げが憲法に適合

しないことは明らかです。裁判所には、憲

法が違憲立法審査権を定めた意義を正しく

理解され、それを原告らの実態に合わせて

行使されるよう強く求めます。 

福 
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小倉南北 5 団体主催  はじめての「確定申告」記入会 
     「民商の方が優しく教えてくれた。 また、来年もお願いします」 

  を､小倉民商・年金者組合小倉支部・小倉北新婦

人･小倉南新婦人・小倉生健会の 5団体の主催で

開きました。 

支援スタッフも含め 25 人が参加しました。 

  
参加者からは、「民商の援助者の方が優しく教

えてくれて助かった」「こんな面倒なことを毎年

させる政治に腹が立つ」「確定申告をすると住民

税にも反映して、住民税も下がることがあるんで

すね」などの感想が寄せられました。 

   「年金裁判」結審での陳述 「分かりやすい」と好評 

 

＜高齢者乗車券＞ 

署名、ありがとうございます 
 

 先月号で「高齢者福祉乗車券の実施を求め

る請願署名」への協力をお願いしましたが、

早速、署名を集めていただき郵送していただ

きました。 

 特に、小倉南区の古賀三千男さんからは、

同じ老人ホームの入所者の方から沢山集め

ていただきました。ありがとうございます。 

 高額医療の手続は、「国保」も「後期高齢者」も、

各区役所の国保年金課へ電話で問い合わせると、限度

額や返還金額も含め、優しく教えていただけます。 

 「確定申告をして､税金を取り戻そう」

のスローガンを掲げ、小倉の年金者を対

象にした、「確定申告の学習と記入会」 

県内での年金裁

判が結審しまし

た。 

結審での弁護士

の陳述が「分かり

やすい」と好評で

す。 

(陳述の要旨を

一部編集して掲載

します) 

■ 国は「生活保護があるから、年金を下げて

も憲法 25 条は保障されている」と主張 
被告国は、憲法 25 条の最低限度の生活を保障

しているのは生活保護であって年金ではないと

主張しています。 

しかし、生活保護制度はあくまで補完的なもの

として位置づけられ （昭和 50年審議会勧告）、

社会保障の主役として扱ってはならず（厚生省担

当者の著作）、年金の最低補償額は生活保護基準

を上回るか、これと同程度のものでなければなら

ない（昭和 37年審議会勧告）とされてきました。 

生活保護制度があることを年金引き下げの言

い訳にすることはできません。 
 

■ 高齢者も若者も引き下げは困る 

被告国は、現役世代の将来の年金確保、世代間

公平の必要性をあげています。 

しかし、若者の二人に一人で非正規雇用が広 

写真は、全年金者組中央本部の HP より 

●暦月ごとの受診で支

払った自己負担額が限

度額を超えたとき。 
 

●申請には、「領収書

（原本）」が必要。 

紛失したら医療機関で

「領収証明書」を。 
 

●２年以内は申請可。 
 

●入院時の食事代や差

額ベッド料などは支給

の対象外。 
 

●処方せんを出した医

療機関と薬代を合算。 

◆小倉北区：後期高齢：582－3406 

 国保：582－3402 

◆小倉南区：後期高齢：951－4116 

       国保：951－4118 
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確定申告が、新型コロナで 4月 16 日まで延期されました 

この機会に確定申告をしてみてはいかがでしょうか 

小倉生健会は、小倉南北の団体に呼びかけて、「確定申告の学習と記入会」を開

催しました。その時配布した資料を掲載します。 

 今から確定申告をするか、来年チャレンジしてみては、いかがでしょうか。 
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